
 
開催日時 平成２５年１２月４日 主 催 諫早労働基準監督署 

開催の目的（趣旨） 

平成２５年の長崎県内における建設業の死亡災害については、１０月末時点で６件（う

ち当署管内が1件）発生し、昨年１年間の４件を大幅に上回っております。 

さらに、建設工事現場について、例年、年末年始においては、工事の輻輳化等で労働災

害の危険性が増大し、死傷災害が増加する傾向にあります。 

これらのことから、当署では、年末年始における建設業の労働災害防止の啓発を図るた

め、公共工事発注機関連絡協議会（技術研修）を開催し、その後、大村市内の公共工事現

場の安全パトロールを実施しました。 

概要 

【公共工事発注機関連絡協議会（技術研修）】 

場  所：大村市コミュニティセンター 

対  象：公共工事発注機関の設計監理・発注担当部署の職員 

参加人数：３４名 

 内  容：開会挨拶後、当署より建設業における労働災害発生状況及び監督指導状況に

ついて説明しました。 

また、以下の労働災害防止等にかかる実施事項について、発注機関あてに要

請を行いました。 

（１） 一般的な安全配慮について 

（２） 土砂崩壊、地滑り、土石流等による災害の防止について 

（３） 墜落災害防止について 

（４） 移動式クレーン・車両系建設機械等による災害防止について 

（５） 交通災害防止及び公衆災害の防止について 

（６） 公共下水道布設工事について 

（７） 建築物の解体等の作業における石綿対策について 

（８） その他労働災害防止について 

（９） 建設従事労働者の労働条件の確保・改善について 

つづいて、公益財団法人長崎県建設技術研究センター（所在地：大村市池田

２丁目１３１１番３）より、工事現場の安全管理について、「建設現場におけ

る施工体制調査時の現場点検結果と助言内容」を講話していただきました。 

 

【現場安全パトロール】 

工 事 名：（仮称）本町アパート市民交流プラザ新築工事 



所 在 地：大村市本町３２６－１ 

施工業者：青木あすなろ・岡山・谷野建設工事共同企業体 

実 施 者：当署、大村市（発注者）  

 内  容：上記の建設現場について、大村市（発注者）と合同で安全パトロールを実施

し、以下の安全衛生管理事項について確認を行いました。 

（１） 足場における墜落防止対策について 

（２） 開口部・作業床の端における墜落防止対策について 

（３） 安全通路の確保について 

（４） 公衆災害の防止について 

（５） ジブクレーンにかかる安全対策について   など 

 

● 公共工事発注機関連絡協議会（技術研修） 

 

 

● 現場安全パトロール 

 

 

当署では、今後とも公共工事発注機関と連携し、建設業における労働災害の撲滅に努め

てまいります。 

 

 


